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平和を大切にする都政を
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

   戦
争
か
平
和
か
、
分
断
か
連
帯
か
、
歴
史
の
逆
流
を
許
さ

な
い
た
た
か
い
の
な
か
で
2
0
2
6
年
を
迎
え
ま
し
た
。
歴

史
の
岐
路
と
も
い
え
る
激
動
の
情
勢
の
も
と
、
都
政
の
転
換

と
都
民
の
い
の
ち
、
く
ら
し
、
平
和
、
民
主
主
義
を
守
る
み

な
さ
ん
ご
奮
闘
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
い
ま
東
京
は
一
極
集
中
の
加
速
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大
、
物
価
高
騰
に
よ

る
生
活
の
困
窮
、
福
祉
・
医
療
、
教
育
の
破
壊
、
首
都
直
下
地
震
の
切
迫
、

気
候
危
機
へ
の
対
応
な
ど
多
く
の
深
刻
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
本
来
、

都
政
は
こ
う
し
た
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
都
民
一
人
ひ
と
り
の
い

の
ち
と
く
ら
し
、
権
利
を
守
る
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
革
新
都
政
以
降
の
歴
代
自
民
党
の
都
民
不
在
の
都
政
運
営
を

継
承
す
る
小
池
都
知
事
は
、
財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
政
治
を
推

進
し
、
主
人
公
で
あ
る
都
民
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
、
憲
法
と
地
方
自
治
法
を
大
切
に
し
く
ら
し
、
福
祉
・
医
療
、
教
育
、
営

業
、
環
境
、
平
和
を
最
優
先
に
す
る
「
都
民
が
主
人
公
」
の
都
政
へ
の
転
換

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
    

　
「
都
民
が
主
人
公
」
の
都
政
を
つ
く
る
力
は
、
都
民
一
人
ひ
と
り
の
参
加
と

連
帯
に
あ
り
ま
す
。

    改
憲
・
大
軍
拡
、
生
活
破
壊
の
高
市
政
権
の
登
場
と
戦
前
へ
の
回
帰
を
目

論
む
日
本
維
新
の
会
・
参
政
党
な
ど
「
反
動
ブ
ロ
ッ
ク
」
形
成
の
蠢
動
な
ど
、

日
本
の
平
和
、
民
主
主
義
、
国
民
生
活
が
重
大
な
危
険
を
迎
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
こ
れ
に
抗
し
て
各
界
、
各
分
野
・
各
層
の
人
々
が
声
を
上
げ
、
行

動
に
立
ち
上
が
り
、
連
帯
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
も
と
で
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
、
次
期
都
知
事
選
挙
を
展
望

し
て
、
都
政
を
都
民
の
手
に
取
り
も
ど
す
た
め
、
継
続
し
て
都
政
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
と
分
析
、
政
策
提
言
、
都
政
転
換
の
た
め
の
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
都
民
要
求
実
現
の
取
り
組
み
を
諸
団
体
と
連
携
し
て
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
政
治
的
立
場
や
違
い
を
超
え
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
に
よ
る
都

政
の
転
換
を
め
ざ
す
市
民
・
労
働
者
・
専
門
家
・
地
域
団
体
な
ど
幅
広
い
力

を
結
集
。
そ
し
て
い
ま
、
あ
た
ら
し
い
国
民
的
共
同
の
実
現
に
全
力
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

　
    

  今
年
3
期
目
の
小
池
都
知
事
は
任
期
の
折
り
返
し
を
迎
え
ま
す
。
小
池
都

知
事
は
、
昨
年
来
の
都
知
事
選
挙
・
都
議
会
議
員
選
挙
で
有
権
者
の
厳
し
い

審
判
を
受
け
ま
し
た
が
、
な
お
、
財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
の
都

政
を
加
速
さ
せ
、
都
民
と
の
矛
盾
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
次
期
都
知
事
選
挙
に
向
け
て
、
小
池
知
事
の
　
年
を
都
民
の
目
線
か
ら
徹

10

底
検
証
し
ま
し
ょ
う
。
切
実
な
都
民
要
求
を
結
集
し
、
市
民
と
野
党
の
共
闘

の
発
展
、
あ
た
ら
し
い
国
民
的
共
同
を
広
げ
て
、
国
政
・
都
政
の
転
換
を
切

り
ひ
ら
く
た
め
に
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
 事
務
局
長
　
中
山
伸
　

共
同
を
ひ
ろ
げ

切
り
ひ
ら
こ
う
あ
た
ら
し
い
政
治
の
流
れ

反動ブロック阻止！誰もが安心してくらせる東京を！  

     　　都民が主人公の都政に転換しよう

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
指

数
世
界
一
の
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
の
女
性
た
ち
を
え

が
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
―
映
画
「
女
性
の
休

日
」
を
観
た
。
５
０
年

前
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の

女
性
た
ち
は
（
日
本
の

女
性
も
同
じ
だ
）、「
な
ぜ
女
性
は
船

長
に
な
れ
な
い
の
か
」「
な
ぜ
女
性
は

家
事
の
す
べ
て
を
担
う
の
か
」「
な
ぜ

女
性
は
男
性
よ
り
賃
金
が
低
い
の

か
」
と
多
く
の
「
な
ぜ
」
を
抱
え
て

い
た
。
▼
１
９
７
５
年
、
国
際
婦
人

年
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
北
欧
の
小
国

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
女
性
た
ち
を
突
き

動
か
し
、
会
議
が
も
た
れ
た
。
そ
こ

で
決
ま
っ
た
の
が
、
１
０
月
２
４
日

に
一
斉
に
仕
事
や
家
事
を
休
む
ス
ト

ラ
イ
キ
を
行
う
こ
と
だ
っ
た
。「
ス

ト
ラ
イ
キ
な
ん
て
」
と
い
う
保
守
派

の
意
見
に
「
だ
っ
た
ら
、『
休
日
』
っ

て
し
た
ら
？
」
と
い
う
声
で
運
動
が

動
き
出
し
た
の
だ
。
当
日
は
、
じ
つ

に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
女
性
の
９
割
が

参
加
し
た
と
い
う
。
こ
れ
を
ひ
と
つ

の
契
機
に
男
女
平
等
法
制
定
、
審
議

会
設
置
、
女
性
大
統
領
選
出
と
政
治

が
、
社
会
が
か
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

今
年
も
８
回
目
の
「
女
性
の
休
日
」

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
だ
、
ゴ
ー
ル

で
は
な
い
の
だ
。
▼
こ
の
映
画
を
み

て
ほ
し
い
。
な
ん
と
い
っ
て
も
運
動

を
担
っ
た
女
性
た
ち
が
楽
し
そ
う
、

そ
し
て
美
し
い
。
５
０
年
た
っ
た
今

も
。
運
動
の
中
で
歌
わ
れ
た
歌
の
歌

詞
を
紹
介
し
よ
う
。「
や
る
の
？
出

来
る
の
？
必
ず
や
る
！
」（
の
）　
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月
　
日
か
ら
　
日
に
か
け
て
大
宮

11

11

12

で
開
催
さ
れ
た
「
第
　
回
日
本
高
齢
者
大

38

会
i
n
さ
い
た
ま
」
に
、
多
く
の
参
加
と

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
体
会
で

は
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
と
横
田
基
地

撤
去
を
求
め
る
西
多
摩
の
会
か
ら
ス

ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
京
の

仲
間
の
大
き
な
力
添
え
が
あ
っ
て
、
大
会

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
月
4
日
、
私
た
ち
は
、
厚
生
労
働
省

12
前
で
「
高
齢
者
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守

る
2
0
2
6
年
度
予
算
を
要
求
す
る
年

金
者
一
揆
・
厚
生
労
働
省
包
囲
＆
座
り
込

み
」
の
１
日
行
動
を
行
い
、
厚
生
労
働
省

に
、
年
金
・
介
護
・
医
療
を
は
じ
め
、
社

会
保
障
の
破
壊
に
反
対
し
、
充
実
を
求
め

る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
1
5
0
名
以

上
が
参
加
し
、
東
京
保
健
生
協
と
全
労
連

が
机
や
椅
子
を
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、
東

京
地
評
は
宣
伝
カ
ー
を
出
し
、
東
京
社
保

協
は
要
請
書
作
成
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
東
京
都
生
活
と
健
康
を
守

る
会
連
合
会
は
自
ら
の
集
会
を
抜
け
て

厚
労
省
前
に
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
に

は
減
収
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
昨
年
の
名

目
上
の
年
金
額
が
わ
ず
か
に
増
え
た
こ

と
で
住
民
税
の
非
課
税
ラ
イ
ン
を
超
え

て
課
税
対
象
と
な
り
、
介
護
保
険
料
な
ど

が
連
動
し
て
跳
ね
上
が
る
と
い
う
例
が

生
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
金
が
昨
年

1
人
暮
ら
し
で
年
金
2
0
0
万
円
、
夫
婦

で
3
2
0
万
円
の
基
準
を
わ
ず
か
に
超

え
た
と
い
う
層
で
は
、
実
質
減
収
の
中
で

医
療
費
窓
口
負
担
が
1
割
か
ら
2
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。「
名
目
増
な
の
に
実
質

減
」
と
い
う
年
金
の
不
条
理
と
、
税
や
医

療
制
度
の
判
定
と
が
連
動
し
て
、
生
活
を

一
層
追
い
詰
め
て
い
る
の
で
す
。
こ
う

し
た
状
況
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
大
幅
な

値
上
げ
を
強
行
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
容

認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
広
域
連
合
や
東
京
都
に
対

し
て
要
請
行
動
を
強
め
、
こ
の
値
上
げ
を

阻
止
し
、
高
齢
者
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま

す
。
と
も
に
声
を
あ
げ
、
力
を
合
わ
せ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

年
金
実
質
減
の
上
に
保
険
料
増

　
　

―
高
齢
者
の
生
活
破
壊
を
許
さ
な
い

　
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
　
月
段
階
で
提
示
し
た
2
0
2
6
・
2

11
0
2
7
年
度
の
保
険
料
算
定
案
は
、
平

均
年
額
　
万
3
8
2
7
円
。
前
期
比
1

12

万
2
4
7
1
円
　
.
2
％
と
物
価
上
昇

11

率
を
大
き
く
上
回
る
大
幅
値
上
げ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
値
上
げ
幅
が
極
端
に

大
き
く
な
っ
た
背
景
に
は
、
後
期
高
齢

者
負
担
率
が
　
.
　
％
か
ら
　
.
　
％

12

67

13

27

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
新
た
に
子

ど
も
子
育
て
支
援
金
が
医
療
保
険
に
賦

課
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
響
い
て
い
ま

す
。
今
回
の
算
定
案
は
、
広
域
連
合
の

持
っ
て
い
る
基
金
を
す
べ
て
吐
き
出
す

こ
と
を
前
提
と
し
た
試
算
と
み
ら
れ
、

こ
の
大
幅
値
上
げ
を
止
め
る
に
は
東
京

都
が
管
理
す
る
財
政
調
整
基
金
を
交
付

さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金

の
実
質
目
減
り
で
、
低
所
得
の
高
齢
者

は
困
窮
を
極
め
て
い
ま
す
。
食
費
な
ど

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
が
物
価
高
騰

に
直
撃
さ
れ
、
日
々
の
暮
ら
し
が
成
り

立
た
な
い
状
況
で
す
。 
一
定
の
年
金
収

入
の
あ
る
層
で
は
、
目
減
り
す
る
年
金

の
下
で
生
活
を
切
り
詰
め
る
こ
と
を
強

換
と
日
本
の
軍
事
化
―
戦
争
を
避
け
る

た
め
に
―
」
で
し
た
。
戦
後
　
年
を
１
３

８０

０
年
前
か
ら
の
加
害
と
被
害
を
加
え
て

み
る
視
点
を
示
し
、
日
本
を
中
国
朝
鮮
と

対
立
さ
せ
欧
米
が
漁
夫
の
利
を
得
る
構

図
や
、
日
本
政
府
の
大
陸
蔑
視
と
残
虐
性
、

自
国
民
犠
牲
な
ど
の
共
通
性
を
指
摘
し

ま
し
た
。
ま
た
高
市
政
権
に
よ
る
ア
ジ

ア
戦
争
の
危
険
を
警
戒
し
、
欧
米
中
心
主

義
か
ら
の
脱
却
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
両
報
告
と
も
現
地
調
査
や
豊
富
な
資

料
に
基
づ
き
斬
新
な
視
点
を
示
し
た
の

で
、
参
加
者
は
多
く
の
知
見
を
得
ま
し
た
。

　
　
の
分
科
会
は
、
新
し
い
平
和
論
か
ら

１５
気
候
変
動
、
生
成
Ａ
Ｉ
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
、

世
界
と
日
本
の
政
治
経
済
、
労
働
、
都
政
、

若
手
研
究
者
、
軍
学
共
同
、
大
学
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
ま
で
多
様
な
テ
ー
マ
で
発
表

と
熱
心
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
登
録
は
約
２
５
０
人
、
当
日
の
会
場

参
加
が
約
１
４
０
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
が
２

０
０
人
以
上
（
一
般
市
民
を
含
む
）
で
し

た
。
企
画
を
通
じ
て
若
手
が
数
名
入
会

し
ま
し
た
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
設

定
と
リ
ア
ル
の
交
流
が
重
要
な
成
果
に

繋
が
っ
た
と
み
て
い
ま
す
。

　
日
本
科
学
者
会
議
東
京
支
部
が
隔
年

で
開
催
す
る
表
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
昨

年
　
月
６
日
～
７
日
八
王
子
市
の
中
央

１２
大
学
で
開
催
し
ま
し
た
（
一
部
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
）。

　
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
は
「
理
性
と
希
望
の

平
和
な
時
代
を
拓
く
―
理
性
的
ル
ー
ル

に
も
と
づ
い
た
社
会
を
め
ざ
し
て
―
」
で
、

２
つ
の
特
別
報
告
、
　
の
分
科
会
、
展
示

１５

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
開
設
し
、
　
月
　
日
に

１１

２６

は
音
楽
家
と
被
爆
者
を
招
き
「
平
和
の
た

め
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
実
施
し
ま
し

た
。
　
本
シ
ン
ポ
の
特
別
報
告
は
戦
争
問
題

を
扱
い
ま
し
た
。
第
１
報
告
は
早
尾
貴

紀
さ
ん
（
東
京
経
済
大
）「
ガ
ザ
実
験
室

―
占
領
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
―
」
で
、
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
を
考
察
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や

欧
米
に
よ
る
占
領
や
干
渉
の
歴
史
、
ガ

ザ
・
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
人
間
集
団
の
管
理

と
処
分
の
実
験
室
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

欧
米
諸
国
の
人
種

差
別
と
難
民
問
題

と
の
共
通
性
な
ど

を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
２
報
告
は
羽

場
久
美
子
さ
ん

（
青
山
学
院
大
学

名
誉
教
授
）「
戦
後

　
年
、
加
害
と
被

８０害
、
世
界
の
大
転

ひろがる都民のたたかい

第２３回東京科学シンポジウム開催

日本科学者会議東京支部　事務局長　佐久間英俊

東京革新懇・緊急学習会開催

（４）(毎月１回15日発行)都 民 が つ く る 革 新 都 政昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（ ） 第507号２０２６年１月１５日

　東京革新懇は、11月30日、エデュカス東京でスパイ防止

法と排外主義・外国人支援の2本のテーマで緊急講演会を

開催、参加者は62名で、関心は広く寄せられました。

　自由法曹団常任幹事の田中隆弁護士が「『スパイ防止法』

のもたらすもの「監視と分断による臨戦態勢の社会」と題

して講演。　考えられる法案と事態としては、1点目が処罰

の拡大・強化。２点目が外国勢力の活動透明化を理由に法

整備として、外国代理人登録法とロビー活動公開法。国会

や 政府への要請活動まで規制が及びかねない。３点目は日

本版ＣＩＡというべき中央情報機関の創設。４点目は、参

政党が主張する「極左の考え方を持った人々」の洗い出し。

政府は、山本太郎議員の質問主意書に、「スパイ天国」とは

考えていないと答弁。「スパイ防止法」を必要とする立法事

実は存在しない。諜報活動を拡大し、監視強化と国民の分

断、「スパイ」の烙印での反対勢力の排除を行うのが本質だ。

問題を知らせ批判の声を広げ、議員への働きかけを強めよ

うと呼びかけました。

　つづいて、大川秀史弁護士が「外国人支援と排外主義」

と題して講演。2024年の入管法の改悪などで、入管が収容

送還激化の構えを強めている。川口市や蕨市では日常生活

は平穏だが、ヘイトスピーチが行われ、カウンターデモも

行われている。参政党が、排外主義の主張を行い、不安を

抱いている層の心を掴んでおり、支持の動機は様々で分析

が必要だ。若年層が相応に傾倒しているのも懸念される。

私達が日々できることは、①個々の外国人への支援への参

加。②共同行動やイベントの大切さ。③具体的な数値を頭

に入れての反論。④外国人に対する日本の法令や習慣の啓

発。⑤困窮している日本人の若年層に対する理解や助言、

各種支援も必要だ、と訴え。沢田あゆみ日本共産党新宿区

議が、新宿区が人口36万余でその14％が135ヶ国からの外

国籍。外国人への支援、多文化共生の施策をすすめてきた

こと、逆流も起きていることなどを報告しました。

東
京
高
齢
期
運
動
連
絡
会
事
務
局
長
　
菅
谷
正
見

能登半島災害から２年
地震と異常気象の複合災害を
　 考えるシンポジュウム

震度７の激震と台風による豪雨と

いう複合災害に見舞われた能登半

島。それから2年が経ちました。

被災者支援と防災のあり方につい

て考えます。

日時：2月１３日(金)
　　　　１８：３０開会
会場：建設プラザ５階会議室

能登半島地震被災者支援センター

事務局長　黒梅　明
講
 演

謹
　
賀
　
新
　
年

代
表
取
締
役
　
 
成
瀬
　
大
輔

株
式
会
社
　
教
宣
文
化
社

〒
　
　

埼

玉

県

所

沢

市

坂

之

下

七

九

四

　
　
　

☎
〇
四
（
二
九
四
四
）
四
三
二
三

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
（
二
九
四
六
）
〇
一
一
八

359-
0012

株
式
会
社
光
陽
メ
デ
ィ
ア

代
表
取
締
役
　
 
明
石
　
康
徳

〒
　
　

東

京

都

新

宿

区

築

地

町

八

番

地

　
　
 　

☎
〇
三
（
三
二
六
〇
）
九
一
八
六
（
代
）

162-
0818

皆
さ
ま
と
と
共
に
平
和
と
民
主
主
義
を
広
げ
る
会
社
で
あ
り
つ
づ
け
ま
す
。

あらたな首都直下地震被害想定について



第５０７号 都 民 が つ く

生活防衛、福祉・教育・営
２０２６年度東京都予算及び

(毎月１回15日発行)（３）

　いま、異常な物価高騰、大企業・富裕層優遇、生活破壊のアベノミクスの継続、大

の拡大と貧困の増大は加速するばかりです。こうしたときに 「住民の福祉の増進」（

営業、持続可能な社会づくりに全力を尽くすことが切実に求められています。私たち

壊、地球環境破壊の東京大改造をやめ、「都民が主人公の都政」に立ち返ることをつ

都政運営に関する重点要望

１．都民生活防衛　都政の主人公は都民です。東京都は都民の声に耳を傾け、

都民との共同で都政運営をすすめることが何よりも強く求

められています。
　　　

①憲法を尊重・遵守し、「住民の福祉の増進」（地方自治法）の

　責務を名実ともに果たすこと。

②東京都における格差と貧困の解消を最重要課題に位置づ

　け、格差解消計画の都民参加による策定と具体化など全 

　庁をあげてとりくむこと。

③ジェンダー平等社会の実現を都政の基本にすえること。　

　「他者の存在、他者の尊厳と人権を認めない」排外主義を

　許さず、多様な民族性、生き方を育む都政を実現すること。

④財界・大企業のための東京大改造をやめ、住みやすく、安

　全で、持続可能な都市づくりに転換すること。

⑤知事のトップダウンや密室、側近政治による政策・意思決

　定をあらためるとともに、予算編成過程における財政規

　律を守ること。検討過程を含め行政資料の全面公開を実

　施すること。

⑥「稼ぐ都市」のための少子化対策ではなく、憲法が定める

　「健康で文化的な最低限度の生活を保障」する、子育て、　

　高齢者、障害者、若者など全分野・全世代を対象とした支

　援の制度化・予算措置を実施すること。

⑦不要不急、浪費型の公共事業の徹底的な見直しをおこな

　い、福祉や教育、中小企業対策など切実な都民要求と、環

　境、防災など都政が直面している課題にふり向けること。

　また、開発のためのため込みにメスを入れ、都民施策に活

　用すること。カジノ誘致をやめること。

⑧自治体の変質・解体、公的機関が保有する健康・医療・介

　護・教育など広範な個人情報の民間利活用や規制緩和を目

　的とし、住民サービスの後退をもたらすデジタルトラン

　スフォーメーション（ＤＸ）は中止すること。業務の改善・

　改革は住民サービスの向上を目的とし、職員、都民の参加

　と協力ですすめること。

⑨多摩格差是正を都政の仕事の柱に位置づけ、格差是正計

　画をたて誠実に実行すること。

⑩高市自維連立政権の憲法改悪、「戦争をする国」づくりに

　強く反対するとともに、軍事費増大、核保有、敵基地攻撃

　能力保有の撤回を申し入れること。

　歴代自民党政権による雇用破壊、社会保障の連続改悪、消費税増税、とりわけこの間の

て都民のくらしは困窮を極めており、東京都が都民生活の防波堤の役割を果たすことが

○異常な物価高騰から都民生活と中小業者の経営を守るため、都民生活防衛・物価対策

　物価の高騰から都民生活を守るため全力をつくすこと。

○税金の使い方を抜本的に改革し、都民の「生活保障と福祉」に集中的に投入すること

○国に社会保障制度改悪の撤回を求めるとともに、東京都として国民健康保険、後期高齢

　などの都民負担の軽減に努めること。

○東京都として「雇用対策本部」を設置し、雇用の確保・創出に全力をあげるとともに

　い、人権侵害などを許さないための労働監視体制を確立すること。

○雇用破壊を許さず最低賃金１５００円の実現で、人間らしく働ける東京をめざすこと。

○若者への生活支援、子どもの貧困対策、生活保護の改善、保育・介護の拡充、低・無

　経済給付の拡充をおこなうこと。

○都営住宅の新規建設を再開するとともに２万戸を超える空き室を公募に回すこと。入居

　の若年単身者への拡大など改善を図ること。

○日本国憲法と児童憲章、子どもの権利条約がゆきとどく都政を実現すること。保育園

　人・２０２５年度）の解消は，認可保育園と公立保育所を増やし、保育水準を確保しな

○多摩・島しょ格差是正を都政の仕事と位置づけ、市町村総合交付金の抜本的拡充、都

　都立病院など多摩住民が切実に求めている都立施設を２３区と同等に整備すること。

　
　
　
　
　
国
政
・
都
政
の
転
換
を

ー　２０２６年度予算

２．都民の生命と健康を守るために

　「健康で文化的な最低限度の生活」の保障は都政に課せられた最重要な責務です。

○だれもが健康で文化的な生活を営める「くらし・健康・住まいなどの生活保障・福祉計画

　た生存権の保障に努めること。

○公衆衛生の確立　(ａ)公衆衛生を東京都の第１義的責務として位置づけ、必要な予算

　と健康を守ること。(ｂ)地方独立行政法人化された都立・公社病院を直営に戻し、公的

　ること。医師不足などで閉鎖されている病棟を再開すること。統廃合した都立保健所の

○生活保護の給付や制度の抜本的改善、保護費の全面国庫負担を国に求めるとともに、都と

　対応する物価手当を支給することなど生活に困窮している無・低年金者への生活支援を

○国民健康保険料の引き下げをおこなうこと。「均等割」「平等割」の廃止、保険料（税）の

　求めること。傷病手当や減免の対象がひろがるよう区市町村への財政支援をおこなうこ

○障害者の医療費助成の対象をより軽度の障害者にも拡大すること。障害者医療費助成制

　くすとともに、心身障害者福祉手当の精神障害者への拡大と増額をおこなうこと。

革新都政をつくる会は１２月２３日、小池百合子東

京都知事に対して「来年度予算と都政運営に対す

る要望書」（６７項目）を提出しました。

日
本
共
産
党
東
京
都
委
員
会

委
員
長
   
田
辺
　
良
彦

〒
　
　

豊

島

区

北

大

塚

一

―

三

三

―

二

六

　
　
　

☎
〇
三
（
五
九
七
二
）
一
六
二
一

170-
0004

日
本
共
産
党
東
京
都
議
会
議
員
団

〒
　
　

新

宿

区

西

新

宿

二

―

八

―

一

　
　
　
　
　
　
　
　
   　
　
　
東
京
都
議
会
内

　
　
　

☎
〇
三
（
五
三
二
〇
）
七
二
七
〇

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
五
三
八
八
）
一
七
九
〇

163-
8001

日
本
民
主
青
年
同
盟

　
　
　
　
　
東
京
都
委
員
会

〒
　
　

豊

島

区

東

池

袋

二

―

五

―

八

　
　
　

☎
〇
三
（
六
七
〇
九
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二
九
〇
〇

  Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
六
七
〇
九
）
二
九
〇
一

170-
0013

文
化
団
体
連
絡
会
議

（文
団
連
）

東

京

平

和

委

員

会

戦
争
前
夜
が
色
濃
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

つ
な
が
り
を
広
げ
平
和
を
守
り
ま
し
ょ
う

日
本
中
国
友
好
協
会
東
京
都
連
合
会

会
　
長
  石
子
　
　
順

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

東

京
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本
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〒
　
　

文

京

区

湯

島

二

―

七

―
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茶
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Ｘ
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健
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を
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大
軍
拡
・
戦
争
国
家
づ
く
り
Ｓ
Ｔ
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死
の
商
人
・
武
器
輸
出
を
や
め
ろ
！

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
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京
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事
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小
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四
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二

二
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八
三
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）
八
七
二
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Ｘ
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八
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八
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二
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114-
0014

非
核
東
京
宣
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す
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都
政
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千
代
田
区
神
田
三
崎
町
二
ー
一
一
ー
一
三

　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
Ⅱ
四
〇
二

　
　
　

☎
〇
三
（
五
二
一
五
）
三
八
八
一

事
務
局
長
　
三
栖
義
隆

非
核
の
政
府
・
非
核
の
東
京
を
求
め
る
会

（
株
） 
東
京
民
報
社

〒
　
　

東

京

都

港

区

芝

１-

４-

９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
和
会
館
５
階

　
　
 　

☎
〇
三
（
三
七
九
八
）
四
〇
三
〇

1０５-
００１４

東
京
が
見
え
る
、
東
京
を
変
え
る
新
聞

る 革 新 都 政

営業、地球環境…切実な都民要求の実現を
び都政運営に対する要望書 (抜粋）

（２）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（ ） ２０２６年１月１５日

大企業による雇用破壊と社会保障の連続改悪のもとで、都民生活は困窮の一途をたどり、東京における格差

（地方自治法）を責務とする東京都が世界平和に向けた発信と、豊かな財政を活用し、都民の命とくらし、

ち革新都政をつくる会は、東京都が財界・政府がすすめる新自由主義政策への追随、開発優先、都民生活破

よく求めるとともに、２０２６年度予算編成にあたって、以下について実現されるよう要望するものです。

４．地球にやさしく、共生可能な都市をめざして

 ６．平和で安全な東京をめざして

５．複合災害に備える３．どの子にもゆきとどいた教育を

の異常な物価高騰によっ

が強く求められています。

策本部を設置し、異常な

と。

齢者医療制度、介護保険

に、不当解雇や賃金未払

無年金者への支援など、

居資格の改善、対象者

待機児（旧定義１万３１６２

がらすすめること。

都立保健所や児童相談所、

　地震や暴風雨などの自然現象を「災害」にさせない

ため、予防原則に立脚した備えが急がれています。

○切迫が指摘されている首都直下地震、南海トラフ地

　震に対する備えを抜本的に強化すること。

○地震と風雨の複合災害の被害想定を策定すること。

○自己責任原則＝自助の押しつけでなく、予防原則に

　立脚した「災害予防条例」の再制定と　「防災局」の

　設置、地域防災計画の抜本的見直しをすすめること。

○助成制度を抜本的に拡充し木造住宅密集地域の改善

　や木造住宅、マンションの耐震化を促進すること。

○緊急に都内の山谷、河川流域、土砂災害及び浸水危

　険区域、堤防・護岸などの総点検をおこない結果を

　公表すること。総点検の結果、対策の必要が認めら

　れた地域については　「風水害防止緊急計画」を策定

　し、予算措置を講じること。

○海抜ゼロ㍍地域の浸水対策を抜本的に強化すること。

 　東京大改造路線のもとで、年間平均気温の上昇、異常気象など地球温暖化と

ヒートアイランド現象の弊害が加速しており、その対策は待ったなしです。

○巨大都市東京の成長をコントロールし、地球と環境にやさしい持続可能な東

　京をめざすこと。

○温室効果ガスの排出を２０５０年に実質ゼロ（自然界が吸収可能なレベル）に

　することを目標に、国連気候変動枠組条約にそったとりくみを実行すること。

○地球環境に多大な負荷を与える国家戦略特区による大規模開発、「稼ぐ都市」

　の名による同時多発的再開発、東京大改造路線をあらためること。

○原発ゼロ宣言をおこうとともに、石炭など火力発電に依存した電力利用をあ

　らため、太陽光、風水力など再生可能エネルギー先進都市をめざすこと。

○外環道や特定整備路線など環境破壊、住民追いだしの道路計画を見直すこと。

　戦争を放棄した日本国憲法をもつ国の

首都東京。第２次世界大戦の東京大空襲の

悲惨な体験をもつ東京。平和で基地のな

い東京の実現が都民の切なる願いです。

○戦争の出撃基地となる横田基地をはじ

　め米軍基地の撤去・返還を実現すること。

○ＣＶ２２オスプレイの横田基地配備、低

　飛行訓練や夜間訓練、パラシュート降

　下訓練をやめさせること。

○平和祈念館（仮称）を早期に建設するこ

　と。平和教育を推進すること。

○非核都市宣言をおこなうこと。

○ＰＦＡＳ汚染の無害化を米軍に実施さ

　せること。都として対策を講じること。

　格差の助長と競争主義のもと勉強嫌いや挫折、学校でのいじめ、

不登校などに苦しんでいる子どもが増えています。どの子にもゆき

とどいた教育をすすめることが強く求められています。

○ただちに中学校全学年での３５人学級を実現し、小中学校での３０

　人学級以下学級の実施に踏みだすこと。

○夜間定時制高校７校の募集停止を止め、定時制教育の拡充をすす

　めること。

○多くの都民、教職員、教育研究者から弊害が指摘され、特定の受

　験産業企業との癒着が問題となっている英語スピーキングテスト

　の都立高校入試への活用及び全学年での実施をやめること。

○異常な教職員の長時間過密労働及び教職員未配置を解消する実効

　ある措置をおこなうこと。

○教育の全面無償化をすすめること。教育予算を増やし、教材費の

　父母負担軽減を実現すること。

○私学助成の増額、入学金や施設整備費などの負担を軽減すること。

○障害のある子どもたちが通う特別支援学校での学校不足、教室不

　足、教職員不足を解消すること。

○多様な性について理解を促進するため、ジェンダー平等、ＬＧＢ

　ＴＱやＳＯＧＩについて学ぶ機会を拡充すること。

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
実
現
で
、

算に対する重点要望　ー

画」策定し、憲法が定め

・態勢を確保し都民の命

的医療の抜本的拡充を図

の再建、拡充を図ること。

として異常な物価高騰に

を強めること。

の引き下げを国につよく

こと。 

制度などの所得制限をな
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労
働
組
合
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Ｘ
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Ｆ
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Ｘ
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五
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170-
0005
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0005

都
立
病
院
労
組

執
行
委
員
長
   三
母
　
明
己

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
東
京

（Ｃ
Ｕ
東
京
）

170-
0005 執

行

委
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長
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Ｘ
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Ｘ
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京
私
立
学
校
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央
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長
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東

京

革

新

懇

大
企
業
優
遇
、
ア
メ
リ
カ
追
随
大
軍
拡
の
政
治
が

い
よ
い
よ
国
民
と
の
矛
盾
を
深
め
て
い
ま
す
。

国
民
本
位
の
政
治
へ
の
共
同
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
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へ
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市民と野党の共闘で政治

を変えよう。憲法、くらし、

平和を大切にする都政を

202６年1月15日
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

   戦
争
か
平
和
か
、
分
断
か
連
帯
か
、
歴
史
の
逆
流
を
許
さ

な
い
た
た
か
い
の
な
か
で
2
0
2
6
年
を
迎
え
ま
し
た
。
歴

史
の
岐
路
と
も
い
え
る
激
動
の
情
勢
の
も
と
、
都
政
の
転
換

と
都
民
の
い
の
ち
、
く
ら
し
、
平
和
、
民
主
主
義
を
守
る
み

な
さ
ん
ご
奮
闘
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
い
ま
東
京
は
一
極
集
中
の
加
速
、
貧
困
と
格
差
の
拡
大
、
物
価
高
騰
に
よ

る
生
活
の
困
窮
、
福
祉
・
医
療
、
教
育
の
破
壊
、
首
都
直
下
地
震
の
切
迫
、

気
候
危
機
へ
の
対
応
な
ど
多
く
の
深
刻
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
本
来
、

都
政
は
こ
う
し
た
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
都
民
一
人
ひ
と
り
の
い

の
ち
と
く
ら
し
、
権
利
を
守
る
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
革
新
都
政
以
降
の
歴
代
自
民
党
の
都
民
不
在
の
都
政
運
営
を

継
承
す
る
小
池
都
知
事
は
、
財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
政
治
を
推

進
し
、
主
人
公
で
あ
る
都
民
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

は
、
憲
法
と
地
方
自
治
法
を
大
切
に
し
く
ら
し
、
福
祉
・
医
療
、
教
育
、
営

業
、
環
境
、
平
和
を
最
優
先
に
す
る
「
都
民
が
主
人
公
」
の
都
政
へ
の
転
換

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
    

　
「
都
民
が
主
人
公
」
の
都
政
を
つ
く
る
力
は
、
都
民
一
人
ひ
と
り
の
参
加
と

連
帯
に
あ
り
ま
す
。

    改
憲
・
大
軍
拡
、
生
活
破
壊
の
高
市
政
権
の
登
場
と
戦
前
へ
の
回
帰
を
目

論
む
日
本
維
新
の
会
・
参
政
党
な
ど
「
反
動
ブ
ロ
ッ
ク
」
形
成
の
蠢
動
な
ど
、

日
本
の
平
和
、
民
主
主
義
、
国
民
生
活
が
重
大
な
危
険
を
迎
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
こ
れ
に
抗
し
て
各
界
、
各
分
野
・
各
層
の
人
々
が
声
を
上
げ
、
行

動
に
立
ち
上
が
り
、
連
帯
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
も
と
で
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
、
次
期
都
知
事
選
挙
を
展
望

し
て
、
都
政
を
都
民
の
手
に
取
り
も
ど
す
た
め
、
継
続
し
て
都
政
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
と
分
析
、
政
策
提
言
、
都
政
転
換
の
た
め
の
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
都
民
要
求
実
現
の
取
り
組
み
を
諸
団
体
と
連
携
し
て
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
政
治
的
立
場
や
違
い
を
超
え
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
に
よ
る
都

政
の
転
換
を
め
ざ
す
市
民
・
労
働
者
・
専
門
家
・
地
域
団
体
な
ど
幅
広
い
力

を
結
集
。
そ
し
て
い
ま
、
あ
た
ら
し
い
国
民
的
共
同
の
実
現
に
全
力
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

　
    

  今
年
3
期
目
の
小
池
都
知
事
は
任
期
の
折
り
返
し
を
迎
え
ま
す
。
小
池
都

知
事
は
、
昨
年
来
の
都
知
事
選
挙
・
都
議
会
議
員
選
挙
で
有
権
者
の
厳
し
い

審
判
を
受
け
ま
し
た
が
、
な
お
、
財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
の
都

政
を
加
速
さ
せ
、
都
民
と
の
矛
盾
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
次
期
都
知
事
選
挙
に
向
け
て
、
小
池
知
事
の
　
年
を
都
民
の
目
線
か
ら
徹

10

底
検
証
し
ま
し
ょ
う
。
切
実
な
都
民
要
求
を
結
集
し
、
市
民
と
野
党
の
共
闘

の
発
展
、
あ
た
ら
し
い
国
民
的
共
同
を
広
げ
て
、
国
政
・
都
政
の
転
換
を
切

り
ひ
ら
く
た
め
に
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
 事
務
局
長
　
中
山
伸
　

共
同
を
ひ
ろ
げ

切
り
ひ
ら
こ
う
あ
た
ら
し
い
政
治
の
流
れ

反動ブロック阻止！誰もが安心してくらせる東京を！  

     　　都民が主人公の都政に転換しよう

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
指

数
世
界
一
の
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
の
女
性
た
ち
を
え

が
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
―
映
画
「
女
性
の
休

日
」
を
観
た
。
５
０
年

前
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の

女
性
た
ち
は
（
日
本
の

女
性
も
同
じ
だ
）、「
な
ぜ
女
性
は
船

長
に
な
れ
な
い
の
か
」「
な
ぜ
女
性
は

家
事
の
す
べ
て
を
担
う
の
か
」「
な
ぜ

女
性
は
男
性
よ
り
賃
金
が
低
い
の

か
」
と
多
く
の
「
な
ぜ
」
を
抱
え
て

い
た
。
▼
１
９
７
５
年
、
国
際
婦
人

年
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
北
欧
の
小
国

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
女
性
た
ち
を
突
き

動
か
し
、
会
議
が
も
た
れ
た
。
そ
こ

で
決
ま
っ
た
の
が
、
１
０
月
２
４
日

に
一
斉
に
仕
事
や
家
事
を
休
む
ス
ト

ラ
イ
キ
を
行
う
こ
と
だ
っ
た
。「
ス

ト
ラ
イ
キ
な
ん
て
」
と
い
う
保
守
派

の
意
見
に
「
だ
っ
た
ら
、『
休
日
』
っ

て
し
た
ら
？
」
と
い
う
声
で
運
動
が

動
き
出
し
た
の
だ
。
当
日
は
、
じ
つ

に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
女
性
の
９
割
が

参
加
し
た
と
い
う
。
こ
れ
を
ひ
と
つ

の
契
機
に
男
女
平
等
法
制
定
、
審
議

会
設
置
、
女
性
大
統
領
選
出
と
政
治

が
、
社
会
が
か
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

今
年
も
８
回
目
の
「
女
性
の
休
日
」

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
だ
、
ゴ
ー
ル

で
は
な
い
の
だ
。
▼
こ
の
映
画
を
み

て
ほ
し
い
。
な
ん
と
い
っ
て
も
運
動

を
担
っ
た
女
性
た
ち
が
楽
し
そ
う
、

そ
し
て
美
し
い
。
５
０
年
た
っ
た
今

も
。
運
動
の
中
で
歌
わ
れ
た
歌
の
歌

詞
を
紹
介
し
よ
う
。「
や
る
の
？
出

来
る
の
？
必
ず
や
る
！
」（
の
）　

<右上>第２回定例都議会前リレートーク(2025.05.29） <右下>革新都政をつくる会２０２５年度定期総会(2025.12.04) 

<中上>５・２８呼びかけ人会議(2025.05.28)呼びかけ人会議　<中下>東京大改造ウオッチングバスツアー・ハッピーロード大山商店街(2025.03.11)

<左上>総がかり行動実行委員会・９条改憲ＮＯ！全国市民アクション主催１０・３ 憲法アクション(2025.10.03) <左下>同臨時国会開会日行動（2025.10.21)

開会２月１８日(水)～

閉会３月２７日(金)予定

都議会第１回定例会

２月１７日(火) １７：１５～
　　都庁都民広場横 

開会前宣伝行動

都 民 が つ く る 革 新 都 政 ２０２６年１月１５日(毎月１回15日発行)第507号（１） 昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（ ）

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
に
か
け
て
大
宮

11

11

12

で
開
催
さ
れ
た
「
第
　
回
日
本
高
齢
者
大

38

会
i
n
さ
い
た
ま
」
に
、
多
く
の
参
加
と

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
体
会
で

は
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
と
横
田
基
地

撤
去
を
求
め
る
西
多
摩
の
会
か
ら
ス

ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
京
の

仲
間
の
大
き
な
力
添
え
が
あ
っ
て
、
大
会

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
月
4
日
、
私
た
ち
は
、
厚
生
労
働
省

12
前
で
「
高
齢
者
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守

る
2
0
2
6
年
度
予
算
を
要
求
す
る
年

金
者
一
揆
・
厚
生
労
働
省
包
囲
＆
座
り
込

み
」
の
１
日
行
動
を
行
い
、
厚
生
労
働
省

に
、
年
金
・
介
護
・
医
療
を
は
じ
め
、
社

会
保
障
の
破
壊
に
反
対
し
、
充
実
を
求
め

る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
1
5
0
名
以

上
が
参
加
し
、
東
京
保
健
生
協
と
全
労
連

が
机
や
椅
子
を
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、
東

京
地
評
は
宣
伝
カ
ー
を
出
し
、
東
京
社
保

協
は
要
請
書
作
成
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
東
京
都
生
活
と
健
康
を
守

る
会
連
合
会
は
自
ら
の
集
会
を
抜
け
て

厚
労
省
前
に
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
に

は
減
収
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
昨
年
の
名

目
上
の
年
金
額
が
わ
ず
か
に
増
え
た
こ

と
で
住
民
税
の
非
課
税
ラ
イ
ン
を
超
え

て
課
税
対
象
と
な
り
、
介
護
保
険
料
な
ど

が
連
動
し
て
跳
ね
上
が
る
と
い
う
例
が

生
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
金
が
昨
年

1
人
暮
ら
し
で
年
金
2
0
0
万
円
、
夫
婦

で
3
2
0
万
円
の
基
準
を
わ
ず
か
に
超

え
た
と
い
う
層
で
は
、
実
質
減
収
の
中
で

医
療
費
窓
口
負
担
が
1
割
か
ら
2
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。「
名
目
増
な
の
に
実
質

減
」
と
い
う
年
金
の
不
条
理
と
、
税
や
医

療
制
度
の
判
定
と
が
連
動
し
て
、
生
活
を

一
層
追
い
詰
め
て
い
る
の
で
す
。
こ
う

し
た
状
況
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
大
幅
な

値
上
げ
を
強
行
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
容

認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
広
域
連
合
や
東
京
都
に
対

し
て
要
請
行
動
を
強
め
、
こ
の
値
上
げ
を

阻
止
し
、
高
齢
者
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま

す
。
と
も
に
声
を
あ
げ
、
力
を
合
わ
せ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

年
金
実
質
減
の
上
に
保
険
料
増

　
　

―
高
齢
者
の
生
活
破
壊
を
許
さ
な
い

　
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
　
月
段
階
で
提
示
し
た
2
0
2
6
・
2

11
0
2
7
年
度
の
保
険
料
算
定
案
は
、
平

均
年
額
　
万
3
8
2
7
円
。
前
期
比
1

12

万
2
4
7
1
円
　
.
2
％
と
物
価
上
昇

11

率
を
大
き
く
上
回
る
大
幅
値
上
げ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
値
上
げ
幅
が
極
端
に

大
き
く
な
っ
た
背
景
に
は
、
後
期
高
齢

者
負
担
率
が
　
.
　
％
か
ら
　
.
　
％

12

67

13

27

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
新
た
に
子

ど
も
子
育
て
支
援
金
が
医
療
保
険
に
賦

課
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
響
い
て
い
ま

す
。
今
回
の
算
定
案
は
、
広
域
連
合
の

持
っ
て
い
る
基
金
を
す
べ
て
吐
き
出
す

こ
と
を
前
提
と
し
た
試
算
と
み
ら
れ
、

こ
の
大
幅
値
上
げ
を
止
め
る
に
は
東
京

都
が
管
理
す
る
財
政
調
整
基
金
を
交
付

さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金

の
実
質
目
減
り
で
、
低
所
得
の
高
齢
者

は
困
窮
を
極
め
て
い
ま
す
。
食
費
な
ど

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
が
物
価
高
騰

に
直
撃
さ
れ
、
日
々
の
暮
ら
し
が
成
り

立
た
な
い
状
況
で
す
。 
一
定
の
年
金
収

入
の
あ
る
層
で
は
、
目
減
り
す
る
年
金

の
下
で
生
活
を
切
り
詰
め
る
こ
と
を
強

換
と
日
本
の
軍
事
化
―
戦
争
を
避
け
る

た
め
に
―
」
で
し
た
。
戦
後
　
年
を
１
３

８０

０
年
前
か
ら
の
加
害
と
被
害
を
加
え
て

み
る
視
点
を
示
し
、
日
本
を
中
国
朝
鮮
と

対
立
さ
せ
欧
米
が
漁
夫
の
利
を
得
る
構

図
や
、
日
本
政
府
の
大
陸
蔑
視
と
残
虐
性
、

自
国
民
犠
牲
な
ど
の
共
通
性
を
指
摘
し

ま
し
た
。
ま
た
高
市
政
権
に
よ
る
ア
ジ

ア
戦
争
の
危
険
を
警
戒
し
、
欧
米
中
心
主

義
か
ら
の
脱
却
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
両
報
告
と
も
現
地
調
査
や
豊
富
な
資

料
に
基
づ
き
斬
新
な
視
点
を
示
し
た
の

で
、
参
加
者
は
多
く
の
知
見
を
得
ま
し
た
。

　
　
の
分
科
会
は
、
新
し
い
平
和
論
か
ら

１５
気
候
変
動
、
生
成
Ａ
Ｉ
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
、

世
界
と
日
本
の
政
治
経
済
、
労
働
、
都
政
、

若
手
研
究
者
、
軍
学
共
同
、
大
学
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
ま
で
多
様
な
テ
ー
マ
で
発
表

と
熱
心
な
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
登
録
は
約
２
５
０
人
、
当
日
の
会
場

参
加
が
約
１
４
０
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
が
２

０
０
人
以
上
（
一
般
市
民
を
含
む
）
で
し

た
。
企
画
を
通
じ
て
若
手
が
数
名
入
会

し
ま
し
た
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
設

定
と
リ
ア
ル
の
交
流
が
重
要
な
成
果
に

繋
が
っ
た
と
み
て
い
ま
す
。

　
日
本
科
学
者
会
議
東
京
支
部
が
隔
年

で
開
催
す
る
表
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
昨

年
　
月
６
日
～
７
日
八
王
子
市
の
中
央

１２
大
学
で
開
催
し
ま
し
た
（
一
部
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
）。

　
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
は
「
理
性
と
希
望
の

平
和
な
時
代
を
拓
く
―
理
性
的
ル
ー
ル

に
も
と
づ
い
た
社
会
を
め
ざ
し
て
―
」
で
、

２
つ
の
特
別
報
告
、
　
の
分
科
会
、
展
示

１５

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
開
設
し
、
　
月
　
日
に

１１

２６

は
音
楽
家
と
被
爆
者
を
招
き
「
平
和
の
た

め
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
実
施
し
ま
し

た
。
　
本
シ
ン
ポ
の
特
別
報
告
は
戦
争
問
題

を
扱
い
ま
し
た
。
第
１
報
告
は
早
尾
貴

紀
さ
ん
（
東
京
経
済
大
）「
ガ
ザ
実
験
室

―
占
領
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
―
」
で
、
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
を
考
察
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や

欧
米
に
よ
る
占
領
や
干
渉
の
歴
史
、
ガ

ザ
・
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
人
間
集
団
の
管
理

と
処
分
の
実
験
室
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

欧
米
諸
国
の
人
種

差
別
と
難
民
問
題

と
の
共
通
性
な
ど

を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
２
報
告
は
羽

場
久
美
子
さ
ん

（
青
山
学
院
大
学

名
誉
教
授
）「
戦
後

　
年
、
加
害
と
被

８０害
、
世
界
の
大
転

ひろがる都民のたたかい

第２３回東京科学シンポジウム開催

日本科学者会議東京支部　事務局長　佐久間英俊

東京革新懇・緊急学習会開催

（４）(毎月１回15日発行)都 民 が つ く る 革 新 都 政昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（ ） 第507号２０２６年１月１５日

　東京革新懇は、11月30日、エデュカス東京でスパイ防止

法と排外主義・外国人支援の2本のテーマで緊急講演会を

開催、参加者は62名で、関心は広く寄せられました。

　自由法曹団常任幹事の田中隆弁護士が「『スパイ防止法』

のもたらすもの「監視と分断による臨戦態勢の社会」と題

して講演。　考えられる法案と事態としては、1点目が処罰

の拡大・強化。２点目が外国勢力の活動透明化を理由に法

整備として、外国代理人登録法とロビー活動公開法。国会

や 政府への要請活動まで規制が及びかねない。３点目は日

本版ＣＩＡというべき中央情報機関の創設。４点目は、参

政党が主張する「極左の考え方を持った人々」の洗い出し。

政府は、山本太郎議員の質問主意書に、「スパイ天国」とは

考えていないと答弁。「スパイ防止法」を必要とする立法事

実は存在しない。諜報活動を拡大し、監視強化と国民の分

断、「スパイ」の烙印での反対勢力の排除を行うのが本質だ。

問題を知らせ批判の声を広げ、議員への働きかけを強めよ

うと呼びかけました。

　つづいて、大川秀史弁護士が「外国人支援と排外主義」

と題して講演。2024年の入管法の改悪などで、入管が収容

送還激化の構えを強めている。川口市や蕨市では日常生活

は平穏だが、ヘイトスピーチが行われ、カウンターデモも

行われている。参政党が、排外主義の主張を行い、不安を

抱いている層の心を掴んでおり、支持の動機は様々で分析

が必要だ。若年層が相応に傾倒しているのも懸念される。

私達が日々できることは、①個々の外国人への支援への参

加。②共同行動やイベントの大切さ。③具体的な数値を頭

に入れての反論。④外国人に対する日本の法令や習慣の啓

発。⑤困窮している日本人の若年層に対する理解や助言、

各種支援も必要だ、と訴え。沢田あゆみ日本共産党新宿区

議が、新宿区が人口36万余でその14％が135ヶ国からの外

国籍。外国人への支援、多文化共生の施策をすすめてきた

こと、逆流も起きていることなどを報告しました。
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能登半島災害から２年
地震と異常気象の複合災害を
　 考えるシンポジュウム

震度７の激震と台風による豪雨と

いう複合災害に見舞われた能登半

島。それから2年が経ちました。

被災者支援と防災のあり方につい

て考えます。

日時：2月１３日(金)
　　　　１８：３０開会
会場：建設プラザ５階会議室

能登半島地震被災者支援センター

事務局長　黒梅　明
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あらたな首都直下地震被害想定について
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